
特集 子どもの安全を守る

放
送
で
見
守
り
を
呼
び
掛
け

●
平
成
２０
年
か
ら
下
校
放
送
を
開
始

　

市
で
は
、
市
内
の
２
３
２
カ
所
に
設
置

し
て
あ
る
屋
外
拡
声
子
局
（
防
災
行
政
無

し
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
は
、
岩
邑
小
学

校
５
、６
年
生
の
声
で
放
送
し
て
い
ま
す
。

ま
た
現
在
、夕
方
に
は「
夕
焼
け
小
焼
け
」、

昼
間
の
下
校
時
に
は
「
野
バ
ラ
」
の
音
楽

に
乗
せ
て
放
送
し
て
お
り
、
下
校
の
イ

メ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

放
送
す
る
時
間
は
、
地
域
に
よ
っ
て
異

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
行
事
な
ど
で

下
校
時
間
が
ま
ち
ま
ち
な
た
め
で
す
。
平

日
以
外
に
も
、
土
曜
日
や
日
曜
日
に
行
事

が
あ
る
場
合
は
放
送
し
て
い
ま
す
。
ま
た

学
校
区
が
混
在
し
て
い
る
大
井
小
、
大
井

第
二
小
、
長
島
小
、
恵
那
北
小
学
校
区
で

は
、
夕
方
の
午
後
４
時
に
統
一
し
て
放
送

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
放
送
の
時
間
が

異
な
る
と
、
ど
こ
の
学
校
の
放
送
か
の
区

別
が
で
き
な
い
こ
と
や
、
何
度
も
同
じ
放

送
を
耳
に
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
で
す
。

●
下
校
放
送
へ
の
意
見
を
募
集

　

下
校
の
時
間
の
放
送
へ
は
、
い
ろ
い
ろ

な
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

・
大
井
町
と
長
島
町
の
放
送
は
、
小
学
校

名
を
加
え
て
放
送
す
れ
ば
、
学
校
の
下
校

時
間
に
合
っ
た
放
送
が
で
き
る
。

・
学
年
ご
と
で
下
校
時
間
が
異
な
っ
た
り
、

徒
歩
通
学
と
バ
ス
通
学
で
時
間
が
異
な
っ

た
り
す
る
。

・
毎
日
放
送
が
う
る
さ
い
の
で
、
音
楽
だ

け
に
し
た
ら
ど
う
か
。

・
放
送
を
聞
い
て
見
守
り
活
動
を
す
る
人

を
も
っ
と
増
や
せ
な
い
か
。

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が

線
）と
各
家
庭
の
音
声
告
知
器
を
使
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
の
下
校
の
時
間
を
放
送
し
て

い
ま
す
。

　

市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
運
営
委
員
会

（
以
下
、
運
営
委
員
会
）
で
は
、
市
社
会

教
育
委
員
会
か
ら
の
意
見
を
受
け
て
、
平

成
１９
年
に
「
防
災
行
政
無
線
で
市
民
に
下

号
）
―
を
明
記
し
、
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
見
出
し
は「
下
校
放
送
へ
の
意
見
」

と
し
て
く
だ
さ
い
。
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校
時
間
を
周
知
し
て
、
住
民
が
見
守
る
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
安
全
に
下
校

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
」
と
発
案
。
下

校
時
の
地
域
の
方
の
見
守
り
と
声
掛
け
活

動
は
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
効
果

が
あ
り
ま
す
。

　

運
営
委
員
会
と
市
で
は
、
自
治
連
合
会

や
地
域
協
議
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
に
協
力
を

呼
び
掛
け
、
平
成
２０
年
６
月
か
ら
下
校
の

放
送
を
始
め
ま
し
た
。

■本年度の放送のパターン

放送内容 放送日

定時 平日

入学式 ４月７日㈰

夏休みの始まり ７月１９日㈮

夏休みの終わり ８月２５日㈰

冬休みの始まり １２月２６日㈭

冬休みの終わり １月７日㈫

春休みの始まり ３月２６日㈬

●
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
録
音

　

放
送
は
、
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
が
伝

わ
る
よ
う
に
、小
学
生
が
実
際
に
録
音
し
、

放
送
し
て
い
ま
す
。
毎
年
、
違
う
小
学
校

の
児
童
ら
が
１
年
分
の
放
送
内
容
を
録
音

市青少年育成市民会議
運営委員長

　近 藤 達
たつ

 治
じ

 さん

　（中野方町）

ら
、
よ
り
よ
い
見
守
り
活
動
と
あ
い
さ
つ

運
動
の
方
法
を
考
え
て
い
き
ま
す
の
で
、

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

□
募
集
期
間　

随
時

□
提
出
方
法　

本
紙
に
折
り
込
み
の
広
報

直
通
便
や
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
な
ど

で
、
①
氏
名
②
住
所
③
連
絡
先
（
電
話
番

　子どもたちの下校時間が放送で流れる

ことは、地域で定着してきました。子ど

もたちが通ると、畑のお年寄りの人たち

が手を休めて「お帰り」と言います。子

どもたちも元気に「ただいま」と普通に

言い合えます。なかなかよその子に声を

掛けることは難しいものですが、放送で

「子どもたちから見守りをお願いされた」

という意識が働き、大人も気軽に声が掛

けられます。

　昔、地域のおじさんやおばさんに褒め

られたり叱られたりしたように、子ども

に目を向け、地域ぐるみで子どもを守り

育てることが大切だと思います。下校の

放送は、その一つの切っ掛けです。これ

からも全地域で、子どもたちへの声掛け

を続けていきたいと思います。　

申
・
問

▲見守りの依頼を録音する小学生

　

市
内
に
は
、
小
学
校
が

１５
校
、
中
学
校
が
８
校
あ
り
、
４
２
３
２
人
の
児
童

や
生
徒
が
通
学
し
て
い
ま
す
。
学
校
の
行
き
帰
り
に
は
、
交
通
事
故
や
痴
漢
や

連
れ
去
り
な
ど
の
犯
罪
、
大
雨
の
と
き
の
水
路
の
増
水
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
危

険
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
に
は
、
地
域
や
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
が
連
携
。
見
守
り

活
動
や
安
全
マ
ッ
プ
の
作
成
、
学
校
で
の
危
険
回
避
の
訓
練
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

いつも声を掛けてくださり、

今日も元気に
下校します。

ありがとうございます。

子
ど
も
の
安
全
を
守
る

地
域
や
学
校
の
連
携
し
た
取
り
組
み

▲

登
下
校
の
安
全
は
市
全
地
域
の
課
題

子どもを守り育てるために
声掛けをお願いします。
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特集 子どもの安全を守る

危
険
箇
所
付
き
白
地
図
を
作
成

　

大
井
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
防
犯
防

災
部
会
で
は
、
地
域
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

を
結
成
し
、
子
ど
も
の
下
校
時
に
ま
ち
角

新
。
道
が
薄
い
色
で
印
刷
さ
れ
て
お
り
、

子
ど
も
が
自
分
の
通
学
路
を
色
で
塗
っ

て
、
行
き
帰
り
の
危
険
な
場
所
が
一
目
で

確
認
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
、
大
井
小
学
校
と
大
井
第
二
小

学
校
、
恵
那
東
中
学
校
の
生
徒
に
配
布
さ

れ
る
予
定
で
す
。

行
政
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
合
同
で
点
検

　

昨
年
の
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、
市

内
の
全
て
の
小
学
校
の
通
学
路
の
合
同
点

検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
４

月
以
降
、
登
校
中
の
児
童
な
ど
の
列
に
自

動
車
が
突
入
し
、
死
傷
者
が
多
数
発
生
し

た
痛
ま
し
い
事
件
を
受
け
、
全
国
的
に
点

検
が
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

市
内
の
点
検
は
、
市
や
県
、
警
察
、
学

校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
が
協
力
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
学
校
が
抽
出
し
た
危
険
箇
所
を
基

に
、
合
同
で
点
検
。
交
通
量
や
大
型
車
が

多
い
場
所
、
見
通
し
が
悪
い
場
所
、
大
雨

で
増
水
す
る
場
所
、
木
が
生
い
茂
っ
て
暗

い
場
所
、
草
が
伸
び
る
と
歩
道
が
狭
く
な

る
場
所
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
点
検

さ
れ
ま
し
た
。

　

点
検
で
は
、
合
計
１
７
７
カ
所
の
危
険

箇
所
を
確
認
し
、
９１
カ
所
を
対
策
が
必
要

な
箇
所
と
し
て
報
告
。
こ
の
う
ち
４
カ
所

は
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
既

に
対
策
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
は
、

県
や
国
に
要
望
す
る
こ
と
も
含
め
、
計
画

的
に
対
策
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

全
学
校
で
危
険
箇
所
を
地
図
に

　

市
内
の
全
小
中
学
校
で
は
、
学
校
で
把

握
し
て
い
る
情
報
や
上
記
の
合
同
点
検
の

危
険
箇
所
を
記
し
た
地
図
を
学
校
別
に
作

成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
図
を
基
に
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
通
学
指
導
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
や

地
域
協
議
会
、
自
治
連
合
会
、

見
守
り
隊
を
結
成
し
て
声
掛
け

　

明
智
町
で
は
、「
明
智
っ
子
笑
顔
見
守

り
隊
」
を
結
成
し
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下

校
の
安
全
と
安
心
の
た
め
の
見
守
り
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
隊
員
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

や
地
区
青
少
年
育
成
委
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地

域
の
有
志
な
ど
７７
人
が
所
属
。
子
ど
も
た

ち
の
集
団
登
校
に
付
き
添
っ
た
り
、
下
校

時
に
家
の
前
や
、
ま
ち
角
な
ど
で
子
ど
も

た
ち
に
声
を
掛
け
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

見
守
り
活
動
は
、
元
々
は
家
か
ら
家
の

間
隔
が
広
い
吉
田
小
学
校
区
だ
け
で
行
っ

て
い
ま
し
た
。
青
少
年
育
成
町
民
会
議
で

は
、
平
成
１８
年
１０
月
か
ら
明
智
小
学
校
を

含
め
た
町
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
を
決

定
。
町
全
体
に
協
力
者
を
募
り
、
現
在
ま

で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
昨
年
７
月
に

は
、
こ
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
市
防
犯
組

合
連
合
会
か
ら
防
犯
功
労
団
体
賞
を
受
賞

し
て
い
ま
す
。

　

明
智
町
で
は
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に

人
と
人
と
の
関
係
や
地
域
の
つ
な
が
り
が

薄
れ
て
い
く
の
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し

た
。声
を
掛
け
合
う
見
守
り
隊
の
活
動
は
、

薄
れ
た
関
係
を
取
り
戻
す
活
動
の
一
つ
と

し
て
役
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、
地
域

の
行
事
で
は
、
積
極
的
に
子
ど
も
に
呼
び

掛
け
て
、
地
域
の
ま
と
ま
り
を
つ
く
る
よ

う
努
力
し
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
毎
年
、

年
度
末
に
、
地
域
の
取
り
組
み
を
発
表
し

合
う
「
小
集
会
活
動
」
を
行
い
、
情
報
交

換
と
町
全
体
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
の
道
や
生
活
範
囲
内
で
は
、
ど
こ
に
危
険

が
潜
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
各
地
域
や
学
校
な
ど
で
は
、
危
険

箇
所
を
見
回
っ
た
り
、
地
図
に
示
し
た
り
し
て
、
危
険
の
可
能
性
を

知
ら
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
見
守
り
活
動
や
パ
ト
ロ
ー
ル
で
、
子
ど
も

た
ち
が
安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
な
取
り
組
み
も
各
地
域
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　毎日、車の通りが多くて危険な通りの四
つ角で、子どもたちの下校を見守っていま
す。見守り隊員を引き受けたばかりのとき
は、声を掛けるのが恥ずかしかったですが、
声を掛けているうちに、子どもたちと心が
通じ合うようになりました。まちで会った
ときにも、にこっとあいさつをしてくれま
す。
　まち角にいると、子どもたちだけでなく、
いろんな出会いもあります。この活動を続
けてきたことは、人生の中でプラスになっ
ていると思います。

活動の継続は人生にプラス

▲見守り活動をする明智町の（左から）堀つゑさ
ん、片桐三四（みよ）さん、堀五子（いつこ）さん

▲危険な交差点を点検（写真は武並町）

な
ど
で
子
ど

も
た
ち
の
見

守
り
活
動

を
し
て
い

ま
す
。

こ
の
隊
は
、

▲

作
成
し
た
ぱ
と
ま
っ
ぷ

▲▼各学校で作成し
た危険箇所を記した
地図

▲ぱとまっぷに色鉛筆で通学する道を書き込む

▲まち角で子どもたちに毎日声を掛ける明智っ子笑顔見守り隊の皆さん

交
通
安
全
協
会
、
大
井
恵
那
峡
と
ん
と
ん

節
保
存
会
な
ど
町
内
の
多
く
の
団
体
な
ど

で
結
成
。
下
校
時
の
見
守
り
の
他
に
も
、

夏
休
み
や
夜
に
も
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

防
犯
防
災
部
会
で
は
、
平
成
１８
年
に
地

域
の
危
険
な
箇
所
を
ま
と
め
た
「
ぱ
と

ま
っ
ぷ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
恵
那
東

中
学
校
区
の
地
図
に
、
人
通
り
が
少
な
い

場
所
や
車
が
多
い
場
所
、
大
雨
で
増
水
す

る
場
所
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
、
地
域
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に

呼
び
掛
け
、
見
通
し
が
悪
い
所
や
交
通
事

故
が
多
い
所
な
ど
を
見
直
し
、
地
図
を
更

2013.5.15 広報えな 4



特集 子どもの安全を守る

　

保
護
者
は
、
学
校
に
着
く
と
教
室
に
行

き
、
担
任
か
ら
直
接
子
ど
も
を
引
き
取
り

ま
し
た
。
担
任
は
、
引
き
渡
し
確
認
用
名

簿
で
児
童
の
帰
宅
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
た
。

　

こ
の
訓
練
で
は
、
教
員
は
学
校
が
作
成

し
た
緊
急
時
の
手
引
き
を
再
確
認
し
て
児

童
に
指
導
。
児
童
は
安
全
に
帰
る
方
法
を

身
に
付
け
、
保
護
者
は
、
子
ど
も
の
迎
え

な
ど
の
対
応
に
理
解
を
示
し
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
、
こ
と
し
も
５
月
に
こ
の
訓

練
を
行
う
予
定
で
す
。

自
転
車
の
運
転
者
と
し
て
自
覚

　

山
岡
中
学
校
で
は
、
自
転
車
安
全
講
習

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
１１
日
、
全
校
生
徒
１
２
４
人
を
対

象
に
講
習
会
を
開
催
。
恵
那
警
察
署
岩
村

交
番
の
署
員
の
講
話
や
交
通
安
全
に
関
す

る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
た
後
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
市
の
交
通
指
導
員
ら
が
、
交
通
ル
ー
ル

や
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
、
乗
り
物
の

危
険
性
を
指
導
し
ま
し
た
。

　

講
話
で
は
、「
自
転
車
と
人
の
事
故
で

は
刑
事
、
民
事
の
責
任
を
負
う
こ
と
に
な

り
ま
す
」
と
運
転
者
の
責
任
の
大
き
さ
が

話
さ
れ
ま
し
た
。
交
通
指
導
員
は
「
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
が
自
分
の
命
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
」
と
運
転
者

と
し
て
の
自
覚
を
持
つ
よ
う
指
導
し
て
い

ま
し
た
。

　

同
校
で
は
、
生
徒
の
体
力
面
や
地
域
性

を
考
慮
し
、
４
月
か
ら
全
校
生
徒
に
自
転

車
通
学
を
許
可
。
こ
と
し
自
転
車
で
通
学

す
る
生
徒
は
、７９
㌫
に
当
た
る
９８
人
で
す
。

　

子
ど
も
ら
が
自
分
の
目
で
確
認

　

飯
地
小
学
校
で
は
、
児
童
ら
に
よ
る
通

学
路
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
１２
日
、
全
校
児
童
３６
人
は
、
五
つ

の
分
団
に
分
か
れ
、
地
図
を
見
な
が
ら
危

険
な
場
所
を
確
認
し
ま
し
た
。
次
に
集
団

登
校
を
す
る
と
き
の
目
当
て
と
、
約
束
事

を
出
し
合
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
が
決
ま
る

と
、
５
人
の
分
団
長
は
前
に
出
て
、
決
め

た
こ
と
を
発
表
。「
列
を
崩
さ
な
い
」「
手

を
つ
な
い
で
歩
く
」「
歩
く
ス
ピ
ー
ド
を

一
定
に
」「
道
路
の
白
線
か
ら
出
な
い
」「
雨

の
日
は
１
列
に
並
ぶ
」
な
ど
の
約
束
事
な

ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
下
校
の
時
間
に
合
わ
せ
、

通
学
路
を
点
検
し
な
が
ら
帰
り
ま
し
た
。

沢
尻
分
団
で
は
、
伊
東
愛ま

な

望み

分
団
長
を
先

頭
に
列
を
作
っ
て
集
団
下
校
。
途
中
、
道

路
の
横
断
で
気
を
付
け
る
場
所
や
、
足
を

踏
み
外
す
と
危
な
い
急
な
斜
面
が
あ
る
場

所
、
空
き
家
が
あ
る
場
所
な
ど
を
確
認
し

な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。
他
の
分
団
で
も
、

冬
場
に
凍
っ
て
滑
る
場
所
や
、
山
道
に
枯

れ
葉
が
積
も
る
と
滑
る
場
所
な
ど
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

飯
地
小
学
校
で
は
、
こ
の
日
の
他
に
、

保
護
者
と
児
童
と
教
員
が
危
険
な
場
所
を

確
認
す
る
日
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

連
れ
去
ら
れ
な
い
方
法
を
学
ぶ

　

明
智
小
学
校
で
は
、
連
れ
去
り
防
止
教

室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
１６
日
、
１
８
０
人
の
全
校
児
童
を

対
象
に
開
講
。
講
師
は
県
警
「
た
ん
ぽ
ぽ

班
」
の
３
人
で
し
た
。
最
初
は
、
連
れ
去

り
事
件
に
な
ら
な
い
た
め
の
約
束
「
セ
ー

フ
テ
ィ
フ
ァ
イ
ブ
」
の
話
。「
一
人
に
な

ら
な
い
」「
付
い
て
行
か
な
い
」「
大
声
を

出
す
」「
近
づ
か
な
い
」「
話
を
す
る
」
の

五
つ
で
、
腹
話
術
を
交
え
、
事
例
を
挙
げ

な
が
ら
子
ど
も
た
ち
に
教
え
ま
し
た
。

　

２
番
目
の
話
は
、
車
に
乗
せ
ら
れ
な
い

た
め
に
は
ど
う
す
る
か
で
し
た
。「
車
の

近
く
で
遊
ば
な
い
」「
知
ら
な
い
人
の
車

に
乗
ら
な
い
」「
乗
せ
ら
れ
そ
う
に
な
っ

た
ら
大
声
を
出
す
」
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　

連
れ
て
行
か
れ
な
い
た
め
の
方
法
も
学

び
ま
し
た
。
車
に
追
い
付
か
れ
な
い
方
法

や
、知
ら
な
い
人
と
距
離
を
保
つ
こ
と
を
、

児
童
ら
の
代
表
２
人
が
ス
テ
ー
ジ
上
で
体

験
し
ま
し
た
。
逃
げ
る
こ
つ
は
、「
だ
る

ま
さ
ん
が
転
ん
だ
」
や
「
ハ
ン
カ
チ
落
と

し
」
な
ど
、
後
ろ
の
気
配
を
感
じ
る
遊
び

な
ど
で
訓
練
が
で
き
る
こ
と
も
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
校
で
は
、
４
月
１１
日
に
は
命
を
守
る

訓
練
と
し
て
、
地
震
と
火
災
に
よ
る
避
難

訓
練
を
実
施
。
児
童
た
ち
は
、
連
れ
去
り

防
止
教
室
と
併
せ
て
、
自
分
の
命
は
自
分

で
守
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

緊
急
時
に
子
ど
も
を
引
き
渡
す

　

大
井
小
学
校
で
は
、
引
き
渡
し
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
大
雨
警
報
な

ど
の
発
令
で
緊
急
に
帰
宅
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
に
、
児
童
を
安
全
に
保
護
者
に
引

き
渡
す
訓
練
で
す
。

　

昨
年
、
５
月
１４
日
の
訓
練
で
は
、
大
雨

警
報
の
発
令
を
想
定
し
、
校
長
が
児
童
を

保
護
者
に
直
接
引
き
渡
す
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。
保
護
者
に
は
、
子
ど
も
の
迎
え

を
電
子
メ
ー
ル
と
連
絡
網
を
使
っ
て
依

頼
。
児
童
ら
に
は
、
急
い
で
帰
宅
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
帰
る
準
備
を
す
る
よ
う

に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
職
員
室
で
は
、
児

童
の
帰
宅
準
備
の
状
況
把
握
や
保
護
者
の

迎
え
が
難
し
い
児
童
へ
の
対
応
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
事
件
や
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
自
分
た
ち

で
危
険
を
知
り
、
安
全
な
通
学
方
法
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
学
校
で
は
、通
学
路
の
危
険
を
目
で
確
認
す
る
「
通
学
路
点
検
」

や
、
知
ら
な
い
人
に
連
れ
去
ら
れ
な
い
対
策
を
学
ぶ
「
連
れ
去
り
防

止
教
室
」、安
全
な
自
転
車
の
乗
り
方
を
学
ぶ「
自
転
車
安
全
講
習
会
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
衛
の
方
法
を
教
え
て
い
ま
す
。

▲大声で「助けてぇ」と言う練習をする

▲連絡を受けて保護者が子どもを引き取る

▲飯地小の児童らが通学路のすぐ脇の危険な斜面を確認

▼交差点での自転車のルールを学ぶ

▲地図を見ながら危険な場所を確認
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